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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ダンサーが実際にダンスパフォーマンスを行っている場面、表現の創作を
行っている場面に関する詳細かつ実証的なデータを収集し、ダンス表現において重要とされる要因を解明すること、そ
してその要因に基づいたダンス表現教育プログラムを開発し、総合大学において実施・効果の検証を行うことであった
。そのため、（１）エキスパートダンサーに対するインタビュー、（２）エキスパートダンサーの振付創作場面・表現
獲得場面を対象とした長期的なフィールドワーク、（３）即興表現場面を対象とした実験、（４）示唆された要因に基
づいたダンス表現教育プログラムの開発とその実施・効果の検証、に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to collect detailed and empirical data related 
to the scene of dancers’ actual dance performance and creation of expression in order to identify 
important factors for dance expression. We also aimed to develop and test undergraduate dance education 
programs based on the empirical findings. For its purpose, we conducted (1) interview with expert 
dancers, (2) longitudinal fieldwork of scenes of expert dancers’ creation of choreography and 
acquisition of expression, (3) experiment on improvised expression, and (4) development and testing of 
undergraduate dance education programs based on the empirical findings.

研究分野： 社会科学

キーワード： 教育系心理学　創造性　ダンス
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の総合大学では知的教養として芸術
関連科目が開講されているが、そこでは美術
史や芸術学等の知識の獲得が目指され、芸術
を専攻としない学生が実際に身体を動かし
て芸術表現を学ぶ機会はほとんどない。現況
では大学の芸術表現教育は、芸術学部や教員
養成系学部の芸術専攻学生のためのものに
限られている。 
 我々は従来の「知的教養」と対比して、実
際に創造や表現に携わることによって学ぶ
ことのできる創造活動に関する知識を「創造
的教養」、そのような教養を持つ人を「創造
的教養人」と呼び、その育成の重要性を指摘
した（縣・岡田，2010）。創造的教養人の育
成においては、芸術を専攻としない総合大学
の一般学生を対象にすることがとりわけ重
要であると考えられる。なぜなら総合大学の
卒業生は、社会の様々な領域で中核的な役割
を果たすことが期待され、そのような人々が
創造的教養を有することは、創造的文化の醸
成や創造的な師弟の育成に重要な役割を果
たすと考えられるからである。 
 芸術を先行する学生と一般的な学生の間
には、学生の目標やモチベーション、技術、
学習過程などにおいて大きな差異が存在す
るため、芸大予備校等で既に基礎技術を獲得
した学生を対象にした専門教育を一般学生
に直接応用しても十分な成果は上がらない。
一般学生のための表現教育を充実させるた
めには、まずその教育実践に関する実証研究
を行う必要がある。そのような考えに基づき、
我々はこれまで総合大学における表現教育
の実践研究を積み重ねてきた（縣・岡田，
2009; 2010a; 2010b；中野・岡田，2012）。
中でも 2011 年度前期に東京大学教養学部に
おいてプロの振付家を招いて開講した即興
ダンス表現の授業では、プリポストの質問紙
調査の結果から、ダンス未経験の学生達が内
的イメージを利用した表現の仕方を学び、ダ
ンスを楽しむようになったこと、他者とのコ
ミュニケーションスキルが向上したこと、自
身の身体に愛着を感じるようになったこと、
他者とのコミュニケーションスキルが向上
したこと、自身の身体に愛着を感じるように
なったことが明らかになった。しかし同時に、
学生達はより良い表現を行うためにダンス
技術を身につける必要性も感じるようにな
っていた。 
 この知見は、総合大学の芸術表現教育プロ
グラムにおいて自己表現を促す指導に加え
て、技術を習得する指導も重要であることを
示唆している。そのため、本研究では、技術
獲得の支援と技術に根ざした表現の支援の
方法を、基礎研究（技術の分析に焦点を当て
た研究）と、実践研究（指導方法に焦点を当
てた研究）の 2 つの研究のサイクルを通して
検討していくこととした。本研究では、ダン
ス表現教育を対象領域として取り上げ、特に
コンテンポラリーダンスとストリートダン

スの即興について研究を行った。コンテンポ
ラリーダンスにおいてもストリートダンス
においても新奇かつ独創的な表現が重要と
されるため、体系化された形式美が重要とさ
れるバレエ（Carine & Mackrell, 2000）など
のダンスとは異なり、技術を利用しながら自
ら工夫して即興的に表現を生み出していく
ことが必要となる。即興表現の学習は、コミ
ュニケーションスキルの向上や自己発見
（Bailey, 1980; 中野・岡田，2012；清水・
岡田，2011）をもたらすことが指摘されてい
るため、一般学生のための表現教育に適した
題材であると思われた。 
 
２．研究の目的 
 上述した枠組みを用いて、本研究では、実
際にパフォーマンスを行っている場面、表現
の創作を行っている場面に関する詳細かつ
実証的なデータを収集し、ダンス表現におい
て重要とされる要因を解明すること、そして
その要因に基づいたダンス表現教育プログ
ラムを開発・実施し、教育効果の検証を行う
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために、以下の通
り、1）ダンス表現において重要とされる要
因に関する実証研究（研究 1 から研究 3）と、
2）研究 1 から研究 3 の知見に基づくダンス
表現教育プログラムの開発・実施・効果の検
証（研究 4）、という大きく 2 つの観点から研
究を実施した。 
 
研究 1：表現の創作・表現の実践に関するイ
ンタビュー（清水・岡田，2013） 
研究 2：振付創作過程，表現の創作過程を検
討する縦断的なフィールドワーク（中野・岡
田，2015；清水・岡田，2015） 
研究 3：即興表現場面を対象とした実験（清
水・岡田，2013，2014, 2015） 
研究 4：ダンス表現教育プログラムの開発と
実施・効果の検証（中野・清水・岡田，2015; 
Nakano, Shimizu, & Okada, 2016） 
各サブプロジェクトの詳細を以下に示す。 
 
研究 1 
 ここでは、コンテンポラリーダンスのエキ
スパート 8 名、ストリートダンスのエキスパ
ート 7 名を対象に、作品・表現のコンセプト
や創作方法、創作時に重視していることにつ
いて尋ねるインタビューを行った。ここでは、
必要に応じて実際に表現を行っている際の
ビデオ映像等を見せながら、ダンスパフォー
マンスに関する創作の意図や注意を向けて
いたもの、創作方法等の説明を求めている。
これらの回答を書き起こし、内容を分類・集
計・抽出等することでダンスを行う際に熟達
者が重要視している要因を検討した。 
研究 2 
 研究 1のインタビューで得られた知見につ



いて、実際にダンサーがインタビューで見ら
れた取り組みを行っているのか、振付創作、
表現獲得は具体的にどう営まれていくのか、
検討を行うために、研究 2 としてエキスパー
トダンサーを対象にしたフィールドワーク
を実施した（コンテンポラリーダンサー1 名、
ストリートダンサー3 名）。まず、コンテンポ
ラリーダンサーを対象とした振付創作過程
の検討では、ダンサーが振付を創作していく
過程について参与観察を行い、その過程につ
いてビデオカメラによる撮影を行い、振付が
生成され変化して行く様子を記録した。また、
振付創作後にダンサー本人に対する回顧的
なインタビューを映像記録を見せながら実
施し、各場面でどのようなことを考えて振付
を創作していたかを検討した。以上の、身体
運動における変化、内省報告における変化と
いう両過程を検討していくことで、振付創作
過程について詳細な検討を行った。 
 次に、ストリートダンサーを対象とした表
現獲得過程の検討では、ダンサーが領域に存
在する技術を獲得していく過程について、5
ヶ月に渡る参与観察を行い、ビデオカメラに
よる撮影を行うことで、表現の獲得が進行し
ていく様子を記録した。また、参与観察後に
ダンサー本人に回顧的インタビューを実施
し、表現獲得中にどのようなことを考えてい
たかを検討した。そして、振付創作過程と同
様に、身体運動における変化、内省報告にお
ける変化の両過程を検討し、表現獲得過程に
ついて詳細な検討を行った。 
研究 3 
 そして研究 3 では、研究 1、研究 2 で得ら
れた知見を考慮した即興表現場面の実験を
実施した。ここでは、大きく 2 つの実験に取
り組んでおり、まず 1 つ目として、音楽のダ
ンサーに与える影響に着目した実験を実施
している。この実験では、リズム・テンポの
異なる音楽を刺激として用い、ダンサーの情
動やリズム感覚を変化させることで表現に
生じる影響を検討した。身体運動としては、
通常のダンスパフォーマンスに加え、特にス
トリートダンスで重要とされている膝の屈
伸運動を利用し、音楽によって生じる変化を
同定した。なお分析については、モーション
キャプチャーシステムにより測定した身体
運動指標（膝関節角度空間など）を位相に変
換し、周期的な運動の変化を同定すると共に、
内省報告等により心理指標も取得すること
で、複数の観点から検討を行っている。 
 次に 2つ目として、ダンサーの体性感覚（固
有感覚）に着目した実験を行った。実験では、
圧迫刺激を行う、課題を行ったイメージをし
てもらうといった手法を用いて体性感覚情
報を操作した条件と、通常通り表現を行う条
件とを比較し、体性感覚情報が表現に与える
影響を検討した。分析については、音楽に着
目した実験と同様に、身体運動指標と心理指
標を用いてパフォーマンスの変化を同定し
た。 

 最後に研究 4 では、研究 1 から研究 3 によ
って得られた、ダンス表現を行う際に重要と
される要因（音楽や実際に身体運動を行った
際の感覚、ダンスパフォーマンスを生成し、
実施する際に多様な観点に着目すること、な
ど）を考慮し、ワークとして取り入れたダン
ス表現教育プログラムを作成し、総合大学の
授業において実施した。ここでは、上記した
要因を踏まえたダンス表現の授業に長期間
に渡って取り組むことで、ダンスや芸術表現
に対する興味・関心に変化が見られること、
また自身の周囲にある環境や他者について
多様な観点から捉え直すようになること、そ
の結果として自己発見やコミュニケーショ
ンが促進されることを想定している。授業は、
半学期に渡る通常授業と、数日間に渡る集中
講義という 2 つの枠組みの中で実施された。
授業開始時から終了時まで参加した学生は、
それぞれ 18 名、9 名である。教育効果につい
ては、授業前後に行った質問紙や、特定のワ
ークにおけるダンスパフォーマンスの変化、
各授業におけるコメントシートなど複数の
観点から分析し、学生の変化を検討した。 
 
４．研究成果 
研究 1の成果 
 コンテンポラリーダンスのエキスパート 8
名、ストリートダンスのエキスパート 7 名を
対象に行ったインタビューからは、実際に表
現を行っている場面においてダンサーが音
楽や他者などの様々な要素を考慮している
こと、それらの要素から影響を受け、パフォ
ーマンスを変更する様子が見られること、そ
して他者の突然の振る舞いや自身の体勢の
崩れといった予想外の状況を積極的に利用
しながらダンスパフォーマンスを行ってい
ることが示唆された（清水・岡田，2011, 2013）。
即興的な状況において、熟達者は周囲の状況
や環境の変化を利用した振る舞いを見せる
ことがこれまで様々な領域において逸話的
に示唆されていたが（Bailey, 1981）、ダンス
という身体表現芸術においても同様の過程
が見られること、特に音楽や他者の振る舞い
といった不確定な要因を積極的に利用して
いる可能性が示唆された。 
研究 2の成果 
 研究 2 では、コンテンポラリーダンサー1
名、ストリートダンサー3 名を対象とした数
日、数ヶ月に渡るフィールドワーク（ビデオ
記録、内省インタビュー等の収集）を行い、
振付創作過程、表現獲得過程をそれぞれ詳細
に検討した。身体運動、内省報告それぞれを
分析した結果、振付創作では、ダンサーは周
囲にある様々なものに刺激を受け、考慮しな
がら創作していく過程が見られること、振付
創作が進展するに従って、それらの考慮する
内容が大きく変化していくことが示唆され
た（中野・岡田，2015）。この知見は、研究 1
においてダンサーが周囲の状況や環境を積
極的に利用しながらダンスパフォーマンス



を行っていた、という知見と強い関係性があ
ると考えられる。また、表現獲得においては、
ダンサーは獲得中の表現を利用してどうい
った新しい表現を生成出来るか、パフォーマ
ンスの中でその表現をどのように利用して
いくのか、といった多様な観点を考慮しなが
ら探索的に表現を獲得していくことが示唆
された。また、表現を実施した際の体性感覚
や以前実施した表現の内容を参考に、さらに
表現を発展させていく様子も示唆されてい
る（清水・岡田，2015;Shimizu & Okada, 2015）。
研究 3の成果 
 研究 3 では、即興表現場面において音楽の
与える影響、体性感覚の与える影響に着目し
た 2 つの実験を実施した。データの膨大さや
分析の困難さから、現在まだ分析途中の部分
も見られるが、身体運動指標や心理指標を分
析した結果、音楽のリズムやテンポに合わせ
てダンスパフォーマンスや膝の屈伸運動の
様相が変化すること、特に突然生じた音楽の
変化に対してエキスパートダンサーがより
柔軟に対応していたことなどが示唆されて
いる。また体性感覚についても、感覚が得ら
れない条件では、手がかりが失われてしまい、
表現の発展・展開が生じづらいこと、特に特
定の表現に焦点を当て、それをさらに発展さ
せていく取り組みが生じづらいことが明ら
かになっている。これらは共に研究 1、研究
2 で示唆された自身の感覚や周囲の状況に着
目し、刺激を受けながら対応していくことの
重要性、そしてそれらの刺激の中でも音楽や
体性感覚情報の持っている重要性を示唆し
たものであると考えられる。 
研究 4の成果 
 研究 4では、研究 1から研究 3までの知見
を考慮したダンス表現教育プログラムを開
発し、それを総合大学の授業にて実施した。
授業前後に行った質問紙や、特定のワークに
おけるダンスパフォーマンスの変化、各授業
におけるコメントシートなど複数の観点か
ら分析を行った結果、授業に参加したことで、
ダンスパフォーマンス自体が向上したこと
に加え、ダンスや芸術表現に対する抵抗感が
減少し、より興味・関心を抱くようになった
こと、自身の身体や周囲にある環境、他者に
対してより注意を向け、多様な観点から捉え
直すようになったこと、その結果として自己
発見やコミュニケーションが促進されたこ
とが示唆された。実施した通常授業、集中講
義双方とも類似した結果が示されていた。以
上のことから、開発したダンス表現教育プロ
グラムが、学生の芸術表現への興味・関心だ
けでなく、日常生活にも影響を及ぼす効果的
なものであり、そのことをデータに基づいて
実証的に示した点、そして総合大学における
芸術表現教育の有効性について明確な示唆
を与えた点を、研究 4 の成果として挙げるこ
とが出来る。 
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